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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

げんだい の ムスリム が ちょくめん して いる こんなん の おも な げんいん は、 じぶんたち が しんじて  

いる もくてき の ため の じゅうぶん な けつい と どりょく と を しめす こと が できて いない こと です。  

また、 じぶんたち の もくてき の ため に、 りんりてき で せいじつ な、 げんそく に もとづいた きりつ ある 

しょくぎょう しゅうかん を じゅうようし しよう と しない から でも あり ます。 あいすべき わたしたち の    

よげんしゃ (saw) は、 「ほんとう に ぜんのう の アッラー は、 あなたがた が ぜん を おこなう とき、 

それ を かんぺき に おこなう こと を あいし たもう」1 と かたって います。 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

あいすべき わたしたち の よげんしゃ (saw) の ウンマ と して、 イスラーム の もくてき の ため、 けつい と 

きんべんさ を そなえた しんこうしゃ と なる こと が わたしたち に かされた ぎむ です。 ここ での けつい  

とは、 せい を あたえる イスラーム の おしえ を まもる と いう けつい の こと です。 それ は せいじつ な 

いと に よる ぜん と び の ついきゅう です。 たかい いしき を もち、 どの ような こんなん に みまわれ  

よう と、 きぼう を もち つづけよう と いう いし でも あり ます。 いっぽう で きんべん とは、 じぶん が  

けつい した こと の じつげん を ついきゅう する こと です。 あらゆる ぶっしつてき ・ せいしんてき な     

しゅだん を こうじた うえ で、 にんたい づよく もくひょう に むかって あゆむ こと です。 つね に ぜん と  

かんようさ を ひろめる ため に どりょく し、 あくにん が あく を はたらこう とも、 ぜん を たもち、 ぜん を 

もって しょうり する こと です。 よくあつしゃ に よる よくあつ が あろうと、 ただしさ と しんじつ から      

それない ように する こと です。 この みち に おいては、 けっして らくたん する こと も、 よわき を みせる 

こと も あっては なり ません。 

しんあい なる きょうだい 、 しまい の みなさま ︕ 

ちしき と ちえ、 かがく と いった かんてん から、 いっそう の どりょく を はらい ましょう。 せかい を より   

よい ばしょ に し、 あんぜん な みらい を きずく ため の せきにん を はたし ましょう。 なにごと にも    

ねっしん に とりくみ、 もっとも けんぜん で、 もっとも ただしく、 もっとも うつくしい こと を おこなう よう    

つとめ ましょう。 わたしたち の しゅ (swt) は、 けつい と きんべんさ を もって はたらく しもべ の どりょく 

を、 けっして むい に は なさらない と いう こと を わすれ ない ように しましょう。 

ほんじつ の ホトバ を、 どうくつ の しょう 30 せつ を もって おわり ます。 「ほんとう に、 しんじて     

ただしい おこない を する もの には、 われら は、 その ぜんりょう な おこない の ほうしゅう を     

けっして むい に しない。」2 
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